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〈1〉言葉よりも行動が 
価値観をつくる

　企業という組織を束ねるうえ
で，最も頭を悩ませるのが，構成
員の価値観を揃えることではない
でしょうか。
　いくら業務遂行上の能力が高く
ても，会社の求める価値観とは違
うものを持っている人は，やっか
いです。逆に，多少能力的に足り
ない部分があったとしても，同じ
価値観を持つ人は，研鑽や経験を
積むことで，戦力になりえます。
　では，どのようにすれば，構成
員の価値観が揃うようになるので
しょうか。
　よく，「企業理念を明確化して
掲げれば，価値観が揃うようにな
る」と言われます。ただ，掲げた
企業理念はあくまでも「言葉」で
あり，その言葉が各人の心に「肚
落ち」しなければ，価値観が揃う
ことはないでしょう。
　そこで力を発揮するのが，「行
動」です。
　例えば，「約束を守りましょう」
という指針があったとします。社
内の物理環境が乱れていて，備品
や道具の置き場が定まっていなけ
れば，どこに何を置けばいいのか
分からず，約束の守りようがあり
ません。そのような状況では，お
そらく「約束を守る」という意識

は浸透しないでしょう。
　しかし，整理整頓によって，物
の置き場が定められ，使ったもの
は元の場所に戻すという行動を繰
り返しているうちに，「約束を守
る」という習慣が根づいてきます。
　あるいは，「物を大切にしまし
ょう」という指針があったとしま
す。社内の物品にホコリが溜まり，
床面には汚れがこびりつき，掲示
物が破れかかっている状況では，
誰も「物を大切にしよう」という
気にはならないでしょう。しかし，
全員で汗を流して床面をピカピカ
に磨き上げることで，その床面に
愛着が湧き，大切に扱うことでし
ょう。こうした行動を通じて，物
を大切にする意識が浸透していく
のです。

〈2〉物理的な壁を取り払うと 
風通しの良い組織ができる
　このように，意識というものは，
心の動きのみで変わることは難し
く，行動や物理環境に応じて変わ
っていくものなのです。
　その一つの典型が，物理的な壁
が心理的な壁をつくる，というこ
とです。
　事務所内で，各人のデスクをパ
ーテーションで仕切っていること
がありますが，このパーテーショ
ンによって声をかけづらくなり，

会話が阻害されます。このような
環境で「お互いにしっかりとコミ
ュニケーションをとりましょう」
と呼びかけたところで，それは無
理な話です。
　パーテーションを取り払うこと
で，お互いに声をかけやすくなり，
意思疎通がしやすくなります。文
字通り，物理的な風通しが良くな
ると，心理的な風通しが良くなる
のです。
　筆者はよく，「キャビネの扉を
取り払いましょう」とアドバイス
します。キャビネに扉がついてい
ると，中身が見えないので，どこ
に何があるのか分からず，探すこ
とになります。
　また，物を出し入れする際に，
いちいち扉を開けたり閉めたりし
なければならず，それもロスにな
ります。
　そして何よりも，扉がついてい
ると，中に物を隠すようになって
しまいます。なんとなく，表に出
しておくと都合が悪いものを，キ
ャビネの中に詰め込むようになっ
てしまうのです。
　これは，「臭い物に蓋をする」
という心理であり，こうした意識
が高じると，「見えなければ何を
してもいい」というマインドに行
きついてしまいます。
　逆に，扉を取り払うことで，視
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認性がよくなり，どこに何がある
のかが一目で分かるので，生産性
が上がります。中身が露出してい
るので，誰が見ても恥ずかしくな
いように，整えるようになります。
こうした環境のなかでは，何かを
隠すことなく，オープンにする風
土が育まれます。

〈3〉社長不在の1年半に 
過去最高売上を記録した 

工務店の事例

　ある工務店では，社員全員で徹
底した整理・整頓・清掃に取り組
んでいます。
　当初は，社内の各所に，たくさ
んの物があったのですが，「 1年
以上使っていないものは捨てる」
というルールを決め，それに従っ
て多くのものを捨てて，社内がス
ッキリしてきました。
　また，できるだけ視認性と風通
しを良くするため，各デスクの間
を仕切っていたパーテーションや
キャビネの扉を取り払い，オープ
ンな環境にしました。
　実は，こうした「壁を取り払う」
ことに一番抵抗していたのが，社
長でした。当初，事務所内には，
社長のデスクと他の社員のデスク
を隔てるパーテーションがあり，
社長はその中にこもっていること
が多かったのです。筆者が社長に，
パーテーションをなくすことを勧
めても，社長はなかなか承知して

くれませんでした。しかし数ヵ月
後，ついに社長が決意してくれ，
パーテーションが撤去されました。
　こだわっていた社長が，そのこ
だわりを捨てて，会社方針に従っ
てくれたことを契機として，同社
の整理・整頓・清掃の取り組みは，
一気に進むようになりました。
　実際，パーテーションが撤去さ
れたことで，社長と社員たちのコ
ミュニケーションが容易になり，
報・連・相が充実するようになり
ました。
　そうした取り組みを始めて 4～
5年経ったときに，社長が事故に
遭われて，首の骨を折る大怪我を
負ってしまいます。治療とリハビ
リのために，社長はそれから約 1
年半の間，会社を留守にすること
になります。
　社員30人ほどの会社なので，
社長が 1年半不在というのは危機
的な状況です。

　ところが，同社はその 1年半の
間に，なんと過去最高売上を記録
するという，離れ業をやってしま
うのです。
　どうしてそんなことが可能だっ
たのかを尋ねると，留守を預かっ
た専務さんは，「それは整理・整
頓・清掃のおかげです」と話しま
す。整理・整頓・清掃を通じて，
全員が同じ価値観で仕事をする風
土ができていた。だからこそ，社
長がいなくても，社長がいるのと
同等以上の仕事ができたのだ，と
語ってくれています。

　本連載は，今回でいったん終了
となります。整理・整頓・清掃を
通じた人材育成や組織力強化につ
いてさらに詳しいことをお知りに
なりたい方は，ネットで「そうじ
の力　資料」と検索してみてくだ
さい。お役立ち資料を無料でご提
供いたします。
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